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■オーケストラと歌おう
　「ふるさとの四季」
　この日のために編成された「はつか
いち平和の祭典合唱団」約150人が、
市民オペラ管弦楽団の演奏のもと合唱
します。曲目は、「ふるさと」、「赤と
んぼ」など誰もが口ずさんだことのあ
る曲です。平和への思いを込めた合唱
に客席から参加しませんか。
入場料　無料。申し込み不要。
内　容　諮折り鶴受け渡し式諮朗読諮全体合唱「ふるさとの四季」・
「赤とんぼ」
と　き　 月 日
ところ　さくらぴあ大ホール
開　演　 時 分（開場 時）
出　演　諮朗読　音訳ボランティア
グループつばさ諮オーケストラ　
さくらぴあ市民オペラ管弦楽団諮
合唱　はつかいち平和の祭典合唱団■折り鶴運動
　今年も、平和への祈りと 万人の犠
牲者へ慰霊の心を込めて鶴を折りませ
んか。届けられた折り鶴は、広島市の
平和記念公園内の慰霊碑に捧げます。
受付期間　 月 日 まで

受付場所　市内各市民センター・市
役所1階市民ロビー
規　格　 ㎝四方の紙を使用し、
羽で 本の糸を通してください。
また、500羽を一単位（ 本をひ
とくくり）でお願いします。■書き損じハガキ回収運動

　今年も私たちにもできる世界平和へ
の貢献活動として、書き損じハガキ回
収運動を実施します。
　 枚の書き損じハガキが 円の募
金となり、 日本ユネスコ協会を通じ、
戦争や内乱、貧困のために学習機会を
奪われた人々の学習の場の建設や
ノート・鉛筆の購入費用として充てら
れます。
　皆さんのご協力をお願いします。
受付締切　 月 日 まで
受付場所　市内各市民センター・市
役所1階市民ロビー
※専用の回収箱を備えています■第 回平和美術展
「ミリキタニの猫―ニューヨークで描
き続けた不屈のアーティスト―」
　戦争に 翻  弄 され、数奇な人生を歩

ほん ろう

んだ五日市育ちの日系アメリカ人、
ジミー・ツトム・ミリキタニの作品
約 点などを展示します。
と　き　 月 日 ～ 日 時～

時
ところ　はつかいち美術ギャラリー
休館日　月曜日　観覧料　無料
問合せ　はつかいち美術ギャラリー緯欝■映画「ミリキタニの猫」上映会
　ジミー・ツトム・ミリキタニの人
生を追ったドキュメンタリー映画
「ミリキタニの猫」（日本語字幕）上
映会を開催します。
●さくらぴあ　大ホール
と　き　 月 日 ① 時 分～
時、② 時 分～ 時

※ 時 分～ 分にマサ・ヨシカワ
氏（映画「ミリキタニの猫」プロ
デューサー）によるトークあり
●市役所 階会議室（定員 人）
と　き　 月 日 ① 時 分～
時、② 時 分～ 時

入場料　いずれも無料で申し込みは
不要です。
問合せ　はつかいち美術ギャラリー緯欝

2014はつかいち平和の祭典
　～つなぐ　命・平和～

はつかいち平和の祭典実行委員会では、今年も「つなぐ　命・平和」をテーマに次の事業を開催します。
平和の大切さ、命の尊さを考えるきっかけとして、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

問合せ　はつかいち平和の祭典実行委員会（中央市民センター内）緯営
この場所から届けたい思いがある

今回のテーマ
広報 月号で取り上げた特集「消防団員それぞれの
在り方」を市民目線でその後を追いかけました。イ
メージが沸きにくい消防団。入ってまもない若手団
員に生の声を 地域でそれぞれ伺いました。

各地域の消防団の問い合わせ　廿日市【廿日市消防署緯運 】、佐伯【廿日市消防署佐伯分署緯演 】、吉和【吉和支所緯猿 】、
　　　　　　　　　　　　　　大野【大野消防署緯駅 】、宮島【宮島消防署緯瑛 】

インタビュー項目　①入団のきっかけ、②大変だったこと、③良かったこと 団員の懸命な姿に
魅せられて大野

①近所で起こった火事の
消火活動をしている消
防団員の姿を見て、自
分も地域の役に立ちた
いと思いました。

②規律や訓練が厳しいこと。
③仕事以外の仲間ができ、
自分の世界が広がりま
した。

先輩に勧められて
廿日市
①先輩の勧めです。地域
のお役立ちと、ボラン
ティア精神で！
②道具や機具の名前が分
からなかったこと。
③消火訓練を通じ、地域
を守る使命感を感じます。

　

 沢  谷 　 邦  夫 さん
さわ たに くに お

自営業（IT事業・ 歳）
入団　平成 年 月

　

 齋  藤 　 孝  幸 さん
さい とう たか ゆき

会社員（ 歳）
入団　平成 年 月 団体行動が身についた！吉和

①職場のみんなから勧め
られ、地元の方たちと
一緒にやってみようと
思いました。

②特にありませんが、火
災現場には、今まで
回出動しています。

③団体行動が身についた
こと。

勤務地で入団しました！佐伯
①大野地域在住ですが、
勤務地の佐伯地域を知
るには、地域に入り込
むことが大事。また、
地域に貢献したいと思
いました。
②特にありません。
③地域の多くの方と知り
合いになれること。

　

 梶  本 　 誠 さん
かじ もと まこと

会社員( 歳)
入団　平成 年 月

　

 山  崎 　 一  成 さん
やま さき かず なり

商工会職員（ 歳）
入団　平成 年 月

宮島 知り合いが増えました「市民のページ」スタッフ

 野  村 　 直 さん
の むら なお

自営業（パン屋・ 歳）
入団　平成 年 月

　入団のきっかけは、分団長から勧誘し続
けてもらっていたことです。もともと、島
の人ともっと知り合いになりたいと思って
いたのですが、パン屋の仕事に慣れるまで
時間がかかってしまい、訓練に参加する時
間を捻出できませんでした。
　開業して 年間は休日もずっと働いてい
たので、お客さま以外の島の人と知り合い
になることはまれでした。それでも分団長
は、「まずは仕事が優先。慣れてからでい
いからね」とずっと声を掛けて下さって、
余裕ができて周囲が見え始めた 年目の今
春、入団することに決めました。入団して
良かったことは、知り合いがものすごい勢

いで増えたこと。 消防団員だけでなく、その家族や親戚にも輪が広がりました。 そのおかげ
なのか、島の新しいお客さまが増えました。 
　そして僕は僕で、「知っている人」が作っていたり売っていたりする安心感から、島のあち
こちで買い物をするようになり、町の風景が前とは違って見えるようになりました。 　
　大変なことは、訓練が終わってからの打ち上げでしょうか。お酒が好きな方が多いので、
朝が早いパン屋としては途中で切り上げなければならず、 ちょっと気が引けます。 

　　　　　　宮島地域の分団長からコメント　　　　仲間意識が芽生える
　宮島は商業地でもあるため、地域防災とし
て町並みは自分たちで守るという意識があり
ます。現在、団員は 人います。消防団は防
災意識とともに仲間意識にもつながっていま
す。高齢化が進む中、今回の野村さんの入団
をとても喜んでいます。自主防災で私たちが
取り組んできたことを、今後引き継いでやっ
ていただけると期待しています。

廿日市市消防団第 分団

分団長　 奈  良  野 　 基  次 さん
な ら の もと つぐ

市民のページ　   　Vol.1
　
　このページは廿日市市の 地域のコミュニティや市民活動団体で活動している市民の皆さんが集
まり、企画・作成したものです。スタッフは、正木康章さん（廿日市）、山田耕造さん・伊藤里美さ
ん（佐伯）、能島美緒さん（吉和）、文理一男さん・松本妙子さん（大野）、野村直さん（宮島）です。
　このコーナーへの意見・感想は協働推進課緯荏 まで気軽に寄せてください。
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僕、消防団員になっちゃいました


